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（５・６号機低レベル滞留水の状況）



１．５・６号機 低レベル滞留水量※1の状況

地下水
30m3／日（5・6号機合計）

Ａタンク

Ｂタンク

Ｃタンク

Ｋタンク 散水用タンク

H・Ｉ・Ｊタンク

N

Fエリアタンク貯留量
約10,630m3

５・６号機 低レベル滞留水量の合計約20,280m3（2022.9.21現在）
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R/B:原子炉建屋
T/B:タービン建屋
RW/B:廃棄物処理建屋

6号RW/B

6号Ｔ/B 5号Ｔ/B

Ｐ

Ｐ

Ｐ

海水配管及びケーブルトレンチ
約2,250m3（5・6号機合計）

6号R/B 5号R/B

5号T/B、6号T/BおよびRW/B
約7,400m3（5・6号機合計）

5号
RW/B

※１：5・6号機滞留水は，1－4号機滞留水と比べ放射能濃度が十分低いため，区別する目的で「低レベル滞留水」と記載する。

Nタンク

５・６号サブドレン設備
24時間運転中

RO

：地下水
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２．５・６号機 低レベル滞留水量の推移

• ２０１４年９月から２０２２年9月までの５・６号機 低レベル滞留水量の推移は以下のとおり
滞
留
水
量
（
ｍ
３
）

日付

５・６号機 低レベル滞留水量の推移



移送概略図 F１タンクエリア(移送前) F１タンクエリア(移送後)

３．F１タンクエリア群フランジ型タンク内包水移送について

STEP1 N3,N4移送（実施時期：2022年6月～7月） 完了

移送概略図 F１タンクエリア(移送前) F１タンクエリア(移送後)

STEP２ RO濃縮後工程を経て、K2～K5移送（実施時期：2022年10月）

J群 N
3･4

仮設水中ポンプにて移送

H群

I群
K
2~5

仮設水中ポンプにて移送

タンク名称 移送前 移送後

Jタンク(7基) 約1,700m3 0m3

Nタンク(2基) 約300m3 約2,000m3

タンク名称 移送前 移送後

H・Iタンク(14基) 約3,000m3 0m3

Kタンク(4基) 約1,000m3 約4,000m3
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タンク
内包水
ＲＯ濃縮

Hタンク
(フランジ型)

Iタンク
(フランジ型)

Jタンク
(フランジ型)

Kタンク
(溶接型)

Nタンク
(溶接型)

：実績線

タンク内包水RO濃縮

Jタンク⇒N3・N4タンク移送

N3・N4タンク
保管完了

Hタンク⇒K2～5タンク移送

Iタンク⇒K2～5タンク移送

４．フランジ型タンク内包水移送スケジュール

K2～５タンク
保管完了
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＜参考＞５・６号機 サブドレン集水設備の稼働状況（2022年9月21日現在）

５･６号機

1～4号機

免震重要棟

既設サブドレン集水設備

：配管布設ルート（約1,900m）

5・6号機サブドレン設備は2022年３月28日より運用（移送）を開始し、現在は２４時間運転中※2

：中継タンク設置済（2基） ：運転中のサブドレンピット・ポンプ(9箇所)

5

No.90

No.89

No.87
No.80

No.74

：停止中のサブドレンピット・ポンプ(4箇所)

No.75

No.84No.92

No.95

No.96

No.97

No.71

No.72

※2：汲み上げ量の監視を行いながら，サブドレンピット・ポンプの運転計画を立てている。


